
(57)【要約】

　　【課題】　道路側のコンクリート基礎を大型化する

ことなく、耐震性能を確保することができると共に、強

度的に優れた道路拡張構造を提供する。

　　【解決手段】　道路１の谷側Ｔにコンクリート基礎

12を設け、傾斜面３に複数の基礎杭14を立設し、この基

礎杭14は上部が前記傾斜面３上に突出し、それら基礎杭

14，14間に道路長さ方向の受梁13を設け、コンクリート

基礎12と受梁13上に床版11を道路長さ方向に並設し、受

梁13とコンクリート基礎12とを連結する。受梁13とコン

クリート基礎12とを連結することにより、道路１の谷側

Ｔにコンクリート基礎12が基礎杭14により安定すると共

に、地震などにより基礎杭14に水平力が加わると、これ

に対して道路１のコンクリート基礎12が対抗することに

より、基礎杭14の耐震性能が向上する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
谷 側 が 傾 斜 面 を な す 道 路 を 拡 張 す る 道 路 拡 張 構 造 に お い て 、 前 記 道 路 の 谷 側 に コ ン ク リ ー
ト 基 礎 を 設 け 、 前 記 傾 斜 面 に 複 数 の 基 礎 杭 を 立 設 し 、 こ の 基 礎 杭 は 上 部 が 前 記 傾 斜 面 上 に
突 出 し 、 そ れ ら 基 礎 杭 間 に 道 路 長 さ 方 向 の 受 梁 を 設 け 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と 前 記 受 梁
上 に 床 版 を 道 路 長 さ 方 向 に 並 設 し 、 前 記 受 梁 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と を 連 結 し た こ と を
特 徴 と す る 道 路 拡 張 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 受 梁 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と を 前 記 床 版 に よ り 連 結 し 、 前 記 床 版 と 前 記 コ ン ク リ ー
ト 基 礎 の 結 合 箇 所 と を ヒ ン ジ 結 合 し 、 前 記 基 礎 杭 と 前 記 受 梁 の 結 合 箇 所 及 び 前 記 受 梁 と 前
記 床 版 の 結 合 箇 所 の 一 方 を ヒ ン ジ 結 合 す る と 共 に 、 他 方 を 剛 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 道 路 拡 張 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 受 梁 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と を 連 結 杆 に よ り 連 結 し 、 こ の 連 結 杆 は 前 記 コ ン ク リ ー
ト 基 礎 と 前 記 受 梁 の 上 面 よ り 下 方 に お い て こ れ ら コ ン ク リ ー ト 基 礎 と 前 記 受 梁 と を 連 結 し
、 前 記 連 結 杆 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 結 合 箇 所 と を ヒ ン ジ 結 合 し 、 前 記 基 礎 杭 と 前 記 受
梁 の 結 合 箇 所 及 び 前 記 受 梁 と 前 記 連 結 杆 の 結 合 箇 所 の 一 方 を ヒ ン ジ 結 合 す る と 共 に 、 他 方
を 剛 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 道 路 拡 張 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 谷 側 が 傾 斜 面 を な す 道 路 を 谷 側 に 拡 張 す る 道 路 拡 張 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 道 路 拡 張 構 造 と し て 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 形 成 し た 基 盤 と 、 パ イ ル を 打
込 み そ の 頭 部 に 固 着 し た 接 合 部 コ ン ク リ ー ト の 上 面 と を 水 平 に 形 成 し 、 こ の 上 に 枠 材 及 び
床 版 を 敷 設 し て 歩 道 を 構 築 し た 組 立 歩 道 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 組 立 歩 道 で は 、 崖 の 斜 面 に パ イ ル を 打 ち 込 み 、 こ の パ イ ル の 頭 部 に 接 台 部 コ ン ク リ
ー ト を 固 着 し 、 こ の 接 台 部 コ ン ク リ ー ト に 枠 材 の 他 側 端 を 載 置 し て 支 持 し 、 枠 材 の 側 端 を
車 道 側 の 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 固 定 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ７ － １ ２ ８ ６ ０ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 道 路 拡 張 構 造 で は 、 脆 弱 な 現 道 （ 車 道 ） の 谷 側 路 肩 付 近 に 基 礎 コ ン ク リ ー
ト を 設 け る も の で あ る か ら 、 該 基 礎 コ ン ク リ ー ト が 構 造 的 に 不 安 定 に な り 易 く 、 安 定 し た
基 礎 を 構 築 す る た め に 大 型 化 を 図 っ た り 杭 な ど を 用 い た り す る と 、 施 工 コ ス ト の 上 昇 を 招
く 。 ま た 、 斜 面 に 設 け た 基 礎 杭 （ パ イ ル ） に 枠 材 を 載 置 し て 支 持 す る 構 造 で あ り 、 こ の よ
う に 基 礎 杭 は 、 垂 直 荷 重 に 対 し て 高 い 支 持 力 を 得 る こ と が で き る が 、 基 礎 杭 の 上 端 が 自 由
端 と な っ て い る か ら 、 地 震 な ど の 水 平 力 に 対 し て 弱 く 、 特 に 、 斜 面 か ら 突 出 す る 寸 法 が 大
き く な る と 、 基 礎 杭 を 大 型 化 し な い と 、 十 分 な 耐 震 性 能 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 道 路 側 の コ ン ク リ ー ト 基 礎 を 大 型 化 す る こ と な く 、 耐 震 性 能 を 確 保
す る こ と が で き る と 共 に 、 強 度 的 に 優 れ た 道 路 拡 張 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 谷 側 が 傾 斜 面 を な す 道 路 を 拡 張 す る 道 路 拡 張 構 造 に お い て 、 前 記 道
路 の 谷 側 に コ ン ク リ ー ト 基 礎 を 設 け 、 前 記 傾 斜 面 に 複 数 の 基 礎 杭 を 立 設 し 、 こ の 基 礎 杭 は
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上 部 が 前 記 傾 斜 面 上 に 突 出 し 、 そ れ ら 基 礎 杭 間 に 道 路 長 さ 方 向 の 受 梁 を 設 け 、 前 記 コ ン ク
リ ー ト 基 礎 と 前 記 受 梁 上 に 床 版 を 道 路 長 さ 方 向 に 並 設 し 、 前 記 受 梁 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基
礎 と を 連 結 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 受 梁 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と を 前 記 床 版 に よ り 連 結 し
、 前 記 床 版 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 結 合 箇 所 と を ヒ ン ジ 結 合 し 、 前 記 基 礎 杭 と 前 記 受 梁
の 結 合 箇 所 及 び 前 記 受 梁 と 前 記 床 版 の 結 合 箇 所 の 一 方 を ヒ ン ジ 結 合 す る と 共 に 、 他 方 を 剛
結 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 受 梁 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と を 連 結 杆 に よ り 連 結 し 、
こ の 連 結 杆 は 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と 前 記 受 梁 の 上 面 よ り 下 方 に お い て こ れ ら コ ン ク リ ー
ト 基 礎 と 前 記 受 梁 と を 連 結 し 、 前 記 連 結 杆 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 結 合 箇 所 と を ヒ ン ジ
結 合 し 、 前 記 基 礎 杭 と 前 記 受 梁 の 結 合 箇 所 及 び 前 記 受 梁 と 前 記 連 結 杆 の 結 合 箇 所 の 一 方 を
ヒ ン ジ 結 合 す る と 共 に 、 他 方 を 剛 結 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ の 構 成 に よ れ ば 、 受 梁 と コ ン ク リ ー ト 基 礎 と を 連 結 す る こ と に よ り 、 道 路 谷 側
の コ ン ク リ ー ト 基 礎 が 基 礎 杭 に よ り 安 定 す る と 共 に 、 地 震 な ど に よ り 基 礎 杭 に 水 平 力 が 加
わ る と 、 こ れ に 対 し て 道 路 の コ ン ク リ ー ト 基 礎 が 対 抗 す る こ と に よ り 、 基 礎 杭 の 耐 震 性 能
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 効 果 に 加 え て 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と 床 版 と
を ヒ ン ジ 結 合 と す る こ と に よ り 、 現 場 で の 施 工 性 に 優 れ た も の と な り 、 ま た 、 基 礎 杭 と 受
梁 と 床 版 と コ ン ク リ ー ト 基 礎 と は 一 次 不 静 定 構 造 と な る か ら 、 水 平 垂 直 荷 重 が 加 わ っ た 際
、 局 部 的 な 応 力 の 集 中 が 発 生 し 難 く 、 基 礎 杭 と コ ン ク リ ー ト 基 礎 と が 床 版 を 介 し て 支 え 合
う 構 造 と な り 、 安 定 し た 構 造 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 効 果 に 加 え て 、 前 記 受 梁 と 前 記 コ ン ク リ ー
ト 基 礎 と を 連 結 杆 に よ り 連 結 し 、 連 結 杆 と コ ン ク リ ー ト 基 礎 を ヒ ン ジ 結 合 と す る こ と に よ
り 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 と 受 梁 の 上 に 設 け る 床 版 を こ れ ら コ ン ク リ ー ト 基 礎 と 受 梁 に 剛 結 す
る 必 要 が な く 、 現 場 で の 施 工 性 に 優 れ た も の と な り 、 ま た 、 基 礎 杭 と 受 梁 と 連 結 杆 と コ ン
ク リ ー ト 基 礎 と は 一 次 不 静 定 構 造 と な る か ら 、 水 平 垂 直 荷 重 が 加 わ っ た 際 、 局 部 的 な 応 力
の 集 中 が 発 生 し 難 く 、 基 礎 杭 と コ ン ク リ ー ト 基 礎 と が 連 結 杆 を 介 し て 支 え 合 う 構 造 と な り
、 安 定 し た 構 造 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お け る 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
な お 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 内 容 を 限 定 す
る も の で は な い 。 ま た 、 以 下 に 説 明 さ れ る 構 成 の 全 て が 、 本 発 明 の 必 須 要 件 で あ る と は 限
ら な い 。 各 実 施 例 で は 、 従 来 と は 異 な る 新 規 な 道 路 拡 張 構 造 を 採 用 す る こ と に よ り 、 従 来
に な い 道 路 拡 張 構 造 が 得 ら れ 、 そ の 道 路 拡 張 構 造 に つ い て 記 述 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 １
を 示 し 、 同 図 に 示 す よ う に 、 道 路 拡 張 構 造 に お い て 、 既 設 の 道 路 １ は 、 山 側 Ｙ の 上 向 き の
傾 斜 面 ２ と 谷 側 Ｔ の 下 向 き の 傾 斜 面 ３ と 山 側 Ｙ の 上 向 き の 傾 斜 面 ３ と の 間 に 挟 ま れ て い る
。 11は 床 版 、 12は コ ン ク リ ー ト 基 礎 、 13は 受 梁 、 14は 基 礎 杭 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 拡 張 工 事 に お い て 、 前 記 道 路 １ に は 、 谷 側 傾 斜 面 ２ 付 近 に コ ン ク リ ー ト 基 礎 12を 形 成 し
、 こ の コ ン ク リ ー ト 基 礎 12は 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト や プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 よ り
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形 成 さ れ 、 道 路 １ の 長 さ 方 向 に 連 続 し て 設 け ら れ て お り 、 平 坦 な 上 面 を 有 す る 。 前 記 谷 側
Ｔ の 傾 斜 面 ３ に は 、 道 路 長 さ 方 向 に 所 定 間 隔 毎 に 基 礎 杭 14が 打 ち 込 ん で 設 け ら れ て お り 、
こ の 基 礎 杭 14と し て は 鋼 管 杭 や コ ン ク リ ー ト 杭 な ど が 用 い ら れ る 。 前 記 基 礎 杭 14の 上 に は
、 道 路 長 さ 方 向 の 受 梁 13が 設 け ら れ 、 こ の 受 梁 13は 道 路 １ の 長 さ 方 向 に 連 続 し 、 現 場 打 ち
コ ン ク リ ー ト や プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 よ り 形 成 さ れ 、 平 坦 な 上 面 を 有 す る 。 そ し
て 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13の 上 に 、 床 版 11が 敷 設 さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ
の 床 版 11は 、 道 路 １ の 長 さ 方 向 に 並 設 さ れ て い る 。 こ の 床 版 11は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー
ト 製 の も の や 、 鋼 製 の も の な ど が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 例 で は 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13と を 前 記 床 版 11に よ り 連 結 し て い る 。 図
２ に 示 す よ う に 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 床 版 11の 山 側 と が 、 ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 前 記 コ
ン ク リ ー ト 基 礎 12と 床 版 11と の 間 に 、 ゴ ム 板 な ど の 板 状 の 弾 性 体 15を 配 置 し 、 コ ン ク リ ー
ト 基 礎 12の 孔 16と 、 弾 性 体 の 貫 通 孔 17と 、 床 版 11の 貫 通 孔 18に 鉄 筋 な ど の ア ン カ ー 19を 挿
入 し て ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 受 梁 13と 床 版 11の 谷 側 中 央 と が 、 ヒ ン
ジ 結 合 さ れ 、 前 記 受 梁 13と 床 版 11と の 間 に 、 ゴ ム 板 な ど の 板 状 の 弾 性 体 15Ａ を 配 置 し 、 受
梁 13の 孔 16Ａ と 、 弾 性 体 の 貫 通 孔 17Ａ と 、 床 版 11の 貫 通 孔 18Ａ に 鉄 筋 な ど の ア ン カ ー 19Ａ
を 挿 入 し て ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と は 剛 結 さ れ 、
基 礎 杭 14の 頭 部 を 受 梁 13内 に 所 定 長 さ だ け 埋 設 し て 固 定 す る こ と に よ り 剛 結 部 Ｇ １ を 形 成
し て い る 。 尚 、 前 記 所 定 長 さ は 、 基 礎 杭 14の 直 径 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 １ に 対 応 し て 、 谷 側 Ｔ が 傾 斜 面 ３ を な す 道 路 １ を 拡 張
す る 道 路 拡 張 構 造 に お い て 、 道 路 １ の 谷 側 Ｔ に コ ン ク リ ー ト 基 礎 12を 設 け 、 傾 斜 面 ３ に 複
数 の 基 礎 杭 14を 立 設 し 、 こ の 基 礎 杭 14は 上 部 が 前 記 傾 斜 面 ３ 上 に 突 出 し 、 そ れ ら 基 礎 杭 14
， 14間 に 道 路 長 さ 方 向 の 受 梁 13を 設 け 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13上 に 床 版 11を 道 路 長
さ 方 向 に 並 設 し 、 受 梁 13と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と を 連 結 し た か ら 、 道 路 １ の 谷 側 Ｔ の コ ン
ク リ ー ト 基 礎 12が 基 礎 杭 14に よ り 安 定 す る と 共 に 、 地 震 な ど に よ り 基 礎 杭 14に 水 平 力 が 加
わ る と 、 こ れ に 対 し て 道 路 １ の コ ン ク リ ー ト 基 礎 12が 対 抗 す る こ と に よ り 、 基 礎 杭 14の 耐
震 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13の 結 合 箇 所 を 剛 結 し 、 受 梁 13と 床 版
11の 結 合 箇 所 の ヒ ン ジ 結 合 し て お り 、 請 求 項 ２ に 対 応 し て 、 受 梁 13と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12
と を 床 版 11に よ り 連 結 し 、 床 版 11と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12の 結 合 箇 所 と を ヒ ン ジ 結 合 し 、 基
礎 杭 14と 受 梁 13の 結 合 箇 所 及 び 受 梁 13と 床 版 11の 結 合 箇 所 の 一 方 を ヒ ン ジ 結 合 す る と 共 に
、 他 方 を 剛 結 し た か ら 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 床 版 11と を ヒ ン ジ 結 合 と す る こ と に よ り 、
現 場 で の 施 工 性 に 優 れ た も の と な り 、 ま た 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と 床 版 11と コ ン ク リ ー ト 基
礎 12と は 一 次 不 静 定 構 造 と な る か ら 、 水 平 垂 直 荷 重 が 加 わ っ た 際 、 局 部 的 な 応 力 の 集 中 が
発 生 し 難 く 、 基 礎 杭 14と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と が 床 版 11を 介 し て 支 え 合 う 構 造 と な り 、 安
定 し た 構 造 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 実 施 例 上 の 効 果 と し て 、 床 版 11は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 で あ り 、 プ レ キ ャ
ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 11を 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12や 受 梁 13に 現 場 で 剛 結 す る 場 合 に 比 べ て
、 結 合 が ヒ ン ジ 結 合 で 済 む か ら 、 施 工 性 に 優 れ た も の と な る 。 こ の 場 合 、 基 礎 12や 受 梁 13
が プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 場 合 、 一 層 、 結 合 に 係 る 施 工 が 容 易 と な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 し 、 上 記 実 施 例 １ と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細
な 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 同 図 は 、 ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ １ の 他 の 例 を 示 し 、 ア ン カ ー ボ ル
ト 21を 用 い 、 こ の ア ン カ ー ボ ル ト 21は 、 下 部 に 略 Ｕ 字 状 の ア ン カ ー 部 た る 屈 曲 部 22を 有 し
、 該 屈 曲 部 22を コ ン ク リ ー ト 基 礎 12に 埋 設 固 定 し 、 そ の ア ン カ ー ボ ル ト 21の 上 部 を 貫 通 孔
17， 18に 挿 通 し 、 こ の 貫 通 孔 18の 上 部 は 径 大 な 段 付 き 孔 23が 形 成 さ れ 、 こ の 段 付 き 孔 23に
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座 金 24を 配 置 し 、 こ の 座 金 24の 上 か ら ア ン カ ー ボ ル ト 21上 部 の ネ ジ 部 に 、 ナ ッ ト 25を 螺 合
す る こ と に よ り ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ １ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 例 で は 、 ア ン カ ー ボ ル ト 21の 下 部 を コ ン ク リ ー ト 基 礎 12に 埋 設 固 定 す る か ら 、 コ ン
ク リ ー ト 基 礎 12を 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ り 施 工 す る 場 合 に 有 利 で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 示 し 、 上 記 各 実 施 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し 、
そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と が 、 ヒ ン ジ 結 合
さ れ 、 前 記 基 礎 杭 14と 受 梁 13と の 間 に 、 ゴ ム 板 な ど の 板 状 の 弾 性 体 15Ｂ を 配 置 し 、 基 礎 杭
14の 上 面 に 突 出 し た ア ン カ ー 26を 、 弾 性 体 15Ｂ の 貫 通 孔 と 受 梁 13の 下 面 に 形 成 し た 孔 27と
に 挿 入 し て ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 受 梁 13と 床 版 11は 剛 結 さ れ 、 受 梁
13に 固 定 し た ア ン カ ー 部 材 28に よ っ て 受 梁 13に 床 版 11を 緊 張 一 体 化 す る こ と に よ り 、 剛 結
部 Ｇ ２ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13の 結 合 箇 所 を ヒ ン ジ 結 合 し 、 受 梁 13と 床 版
11の 結 合 箇 所 の 剛 結 し て お り 、 請 求 項 １ 及 び ２ に 対 応 し て 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ・
効 果 を 奏 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 示 し 、 上 記 各 実 施 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細
な 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 同 図 は 、 ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ ３ の 他 の 例 を 示 し 、 こ の 基 礎 杭 14
の 頭 部 を 受 梁 13内 に 僅 か に 挿 入 す る こ と に よ り ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ ３ を 形 成 し て い る 。 こ の よ
う に 基 礎 杭 14の 頭 部 を １ ０ ｃ ｍ 程 度 挿 入 す る こ と に よ り 、 ヒ ン ジ 結 合 と な る 。 す な わ ち 、
ヒ ン ジ 結 合 は 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と の 間 で 曲 げ モ ー メ ン ト を 伝 達 し な い 結 合 で あ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 示 し 、 上 記 各 実 施 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し
、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13
と を 、 道 路 幅 方 向 の 連 結 杆 31に よ り 連 結 し 、 こ の 連 結 杆 31は 道 路 の 長 さ 方 向 に 所 定 間 隔 を
置 い て 複 数 設 け ら れ 、 該 連 結 杆 31は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う
に 、 連 結 杆 31の 山 側 Ｙ に は 、 ヒ ン ジ 結 合 部 た る コ ン ク リ ー ト ヒ ン ジ 32が 形 成 さ れ 、 こ の コ
ン ク リ ー ト ヒ ン ジ 32は 、 連 結 杆 31に 両 側 を 切 り 欠 い た 幅 の 狭 い 部 分 を 形 成 し 、 こ の 幅 の 狭
い 部 分 に 、 連 結 杆 31の 長 さ 方 向 の 鉄 筋 33を 複 数 埋 設 し て な る 。 連 結 杆 31の 谷 側 端 と 受 梁 13
と は 剛 結 さ れ 、 該 連 結 杆 31の 谷 側 端 を 受 梁 13に 埋 設 し て 固 定 す る こ と に よ り 剛 結 部 Ｇ ３ を
形 成 し て い る 。 尚 、 連 結 杆 31の 山 側 端 は コ ン ク リ ー ト 基 礎 12に 埋 設 固 定 さ れ て 該 基 礎 12と
一 体 化 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 基 礎 杭 14と 受 梁 13と は 、 前 記 ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ ３ に よ り 連 結
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 床 版 11の 山 側 端 は 、 前 記 ヒ ン ジ 結 合 部 Ｈ １ に よ り コ ン ク リ ー ト 基 礎 12に 連 結 さ
れ 、 受 梁 13と 床 版 11と の 間 に は 前 記 弾 性 体 15Ａ を 配 置 し 、 受 梁 13上 に 床 版 11を 載 置 し て い
る 。 こ の よ う に 、 受 梁 13と 床 版 11と を 結 合 す る 必 要 が な い が 、 必 要 に 応 じ て 結 合 す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 受 梁 13と コ ン ク リ ー ト 基 礎 11と を 連 結 杆 31に よ り 連 結 し た か
ら 、 請 求 項 １ に 対 応 し て 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と を ヒ ン ジ 結 合 し 、 受 梁 13と 連 結 杆
31と を 剛 結 し 、 請 求 項 ３ に 対 応 し て 、 受 梁 13と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と を 連 結 杆 31に よ り 連
結 し 、 こ の 連 結 杆 31は コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13の 上 面 よ り 下 方 に お い て こ れ ら コ ン ク

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-28807 A 2006.2.2



リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13と を 連 結 し 、 連 結 杆 31と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12の 結 合 箇 所 と を ヒ ン ジ
結 合 し 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13の 結 合 箇 所 及 び 受 梁 13と 連 結 杆 31の 結 合 箇 所 の 一 方 を ヒ ン ジ 結
合 す る と 共 に 、 他 方 を 剛 結 し た か ら 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13の 上 に 設 け る 床 版 11を
こ れ ら コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13に 剛 結 す る 必 要 が な く 、 現 場 で の 施 工 性 に 優 れ た も の
と な り 、 ま た 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と 連 結 杆 31と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と は 一 次 不 静 定 構 造 と
な る か ら 、 水 平 垂 直 荷 重 が 加 わ っ た 際 、 局 部 的 な 応 力 の 集 中 が 発 生 し 難 く 、 基 礎 杭 14と コ
ン ク リ ー ト 基 礎 12と が 連 結 杆 31を 介 し て 支 え 合 う 構 造 と な り 、 安 定 し た 構 造 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 実 施 例 上 の 効 果 と し て 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と 連 結 杆 31と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と に
よ り 支 持 構 造 を 構 成 す る か ら 、 床 版 11は 比 較 的 薄 型 の も の で 済 む 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ６ を 示 し 、 上 記 実 施 例 １ と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付
し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 同 図 は 、 実 施 例 ６ の 連 結 杆 31に 換 え て 鋼 製 の
連 結 杆 31Ａ に よ り 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と 受 梁 13と を 連 結 し 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 12の 谷
側 面 に は 、 鋼 製 の 連 結 片 34を 設 け 、 連 結 片 34は 一 部 が コ ン ク リ ー ト 基 礎 12に 埋 設 固 定 さ れ
て お り 、 前 記 連 結 片 34を 挟 む 位 置 に 一 対 の 連 結 受 片 35， 35を 設 け 、 こ の 連 結 受 片 35， 35を
連 結 杆 31Ａ の 山 側 端 に 溶 着 な ど に よ り 一 体 に 設 け 、 そ れ ら 連 結 受 片 35， 連 結 片 34， 連 結 受
片 35と を 回 動 可 能 な ピ ン 36に よ り 連 結 し 、 こ の ピ ン 36に よ り ヒ ン ジ 結 合 部 を 構 成 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 受 梁 13と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と を 連 結 杆 31Ａ に よ り 連 結 し た
か ら 、 請 求 項 １ に 対 応 し て 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 連 結 杆 31Ａ と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と を ピ ン 36に よ り ヒ ン ジ 結 合 し た か ら 、 請 求 項
３ に 対 応 し て 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ７ を 示 し 、 上 記 実 施 例 １ と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳
細 な 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 基 礎 杭 14に 受 梁 13を 剛 結 部 Ｇ １ に よ り 剛 結
し 、 受 梁 13と 連 結 杆 31と を 、 前 記 コ ン ク リ ー ト ヒ ン ジ 32や ピ ン 34に よ り ヒ ン ジ 結 合 し 、 連
結 杆 31と コ ン ク リ ー ト 基 礎 12と を 、 前 記 コ ン ク リ ー ト ヒ ン ジ 32や ピ ン 34に よ り ヒ ン ジ 結 合
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 基 礎 杭 14と 受 梁 13と を 剛 結 し 、 受 梁 13と 連 結 杆 31と を ヒ ン ジ
結 合 し て お り 、 請 求 項 ３ に 対 応 し て 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る
。 例 え ば 、 実 施 例 で 示 し た ヒ ン ジ 結 合 部 や 剛 結 部 に 限 ら ず 、 各 種 の ヒ ン ジ 結 合 及 び 剛 結 構
造 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ を 示 す 道 路 拡 張 構 造 の 道 路 幅 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 、 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 、 道 路 拡 張 構 造 の 道 路 長 さ 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 、 道 路 拡 張 構 造 の 骨 組 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す ヒ ン ジ 結 合 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 示 す 道 路 拡 張 構 造 の 道 路 幅 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 上 、 道 路 拡 張 構 造 の 骨 組 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 示 す ヒ ン ジ 結 合 部 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 示 す 道 路 拡 張 構 造 の 道 路 幅 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 上 、 ヒ ン ジ 結 合 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 上 、 道 路 拡 張 構 造 の 骨 組 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 示 す ヒ ン ジ 結 合 部 回 り の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 上 、 ヒ ン ジ 結 合 部 回 り の 一 部 を 断 面 に し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ を 示 す 道 路 拡 張 構 造 の 骨 組 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 　 道 路
Ｔ 　 谷 側
２ 　 傾 斜 面
Ｔ 　 山 側
３ 　 傾 斜 面
11　 床 版
12　 コ ン ク リ ー ト 基 礎
13　 受 梁
14　 基 礎 杭
31， 31Ａ 　 連 結 杆
Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ 　 ヒ ン ジ 結 合 部
Ｇ １ ， Ｇ ２ ， Ｇ ３ 　 剛 結 部
32　 コ ン ク リ ー ト ヒ ン ジ （ ヒ ン ジ 結 合 部 ）
36　 ピ ン （ ヒ ン ジ 結 合 部 ）
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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